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　Organoleptic　observation　and　chemical　analysis　were　carried　out　on　the　two　sorts　of　boiled－

and　dried－sardine（Engraulus　japonicus）caught　in　Hiroshima　Bay　in　Autumn　I951．

　Twice　of　ether－extractable　crude　fat　of　which　re〔1dish　discolored　was　found　comparing　with

wbich　not　discolored．Other　differences　in　total－Nitrogen，amino－Nitrogen7volatile　basic－Nit－

rogen　could　not　be　recovere〔1・

　広島湾及びその周辺潟域でほ春より秋にかけて随時カタクチ鱈（Engraulus　Iaponicus）の漁聾及びそれ

を原料として煮干鯉の製造が行われているが秋期に漁獲製造されるものを特にカコヒいわしと称して割商に

取引するのが常であるQ之ほ春及び夏に製造されるものほその多くほ製造後旬日を出でずして黄赤褐色を呈

して所謂油焼けを起すのに反して秋につくられるものほ保存に適し翌年まで置いても油焼けを起さないから

であるo

　r951年10月からll月にかけて広島渡近海のカタクチ鯛ほ非常に豊漁であったがそれと共にその製品ほ異常

な現象を呈した。帥ち例年であれば銀白色の所謂カゴヒいわしが得られるのであるが本期聞内に製造された

製品はその大牛が製造後旬日で著るしい油焼けを起しているのであったo

　著者等ほ10月下旬広島湾丙で漁獲製造された2種（油焼を起しているものと然らざるもの）の煮干鰹につ

いて分析を試み次の様な結果を得たo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　I
　　　　　　Body－1ength萱　　　　　　　　　Bo〔1y－weight畳　　　　　　　　　　　　Remarks

　No．1　　　　46．8mm　　　　．　　　260mg　　　　　　　　hardly　discolored

　N・．2　　　61．5　　　　　r，000　　　1　　reddishdisc・1・red
　　　柴　Average　of　fifty。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁鼠ble　皿
　　　　　　　　　芸　　ether－extractable芸栄　　　　　　　　　菅※　　　volatile一　者斎蓄　　　am　ino－N　呉呉涛
　　　waterc・nte“t、αudefat　　total－N　basic－N　（f・rm・ltitrati・n）

N・・l　I6・35　　　7・60、　　10・70，．0・37　　　16・52
　No．2　　16．74　　　　15．16　　　　10・50　　　0・35　　　　22・49
　　　芸　percentage　of　the　sample、

　　　轍　percentage　of　the　dehydrated　sample。

　　　箭甚果percentage　of　the　total－Nitrogen。

　表にも明かな如く此の二種の煮干鰹の著るしい差ほその体長に比しての体重の著るしい差であり，叉粗脂

肪で凌、って，全窒素等ほ殆んど変らないと云って良いo邸ちNα2（油焼けを起しているもの）が著るしく

肥満して居り，且っそれがN・・1（油焼けを起してし・ないもの）の2倍の糊旨肪量を含んでいると云僚で

凌）るo

　僅に此のL例を以てして，此の二つの現象を結びつける事も，そして叉此の二魚群が示した現象の原因を

類推することも出来ないが一例として報告する亥第であるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　　約

　1951年秋広島湾内で漁獲製造ざれた2種の煮干鯛の分析の結果・薯るしく油焼けを起していた製品の粗脂

肪量ほ然らざるものの2倍含有すろ事を知ったQ筒，同時に前者は後者に較べて著るしく肥満している事が

認められだo
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